
紀ノ川の水環境の長期調査と河川美化活動
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水質調査：2006年8月～20１３年1月まで月１回の

国土交通省と共同現地調査を継続して実施
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大滝ダム周辺水域における珪藻プランクトンの個体数の変化
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上流から下流に向かうほど個体数が多くなる傾向が見られる．

0

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2006～2009

0

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2006～2009

0

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2

月

4

月

6

月

8

月

1

0

月

1

2

月

2006～2009

国土交通省との共同採水測定調査

（大滝ダム周辺）

大滝ダム周辺水域における渦鞭毛藻プランクトンの個体数の変化

また，貯水期間では大滝ダム中層・下層で個体数の増加が

見られる．しかし，上層では個体数の増加は見られない．
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大滝ダム周辺水域におけるCa2＋
濃度の変化

新宮大橋

貯水期間に渦鞭毛藻プランクトンが増加しているが、よくみると、

珪藻プランクトンが増加すると、減っている。
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紀ノ川での清掃活動
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大滝ダム上層、中層、下層すべてで、カルシウムイオンが増加

大滝ダム湖周辺の石灰岩（CaCO3）や土壌の風化・溶出により濃度

が増加したと考えられる．
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